
 

 前回に続いてアウェアネスウイークの報告をします。今回はパラオ高等学校の行事です。ち

なみに上の写真はパラオ高校の数学の先生たちと私です。みな陽気なフィリピン人です。 

パラオ高校も研究発表会，スポーツ大会，文化祭と発表内容は小学校と同じですが，学生た

ちが中心になって準備や運営をしていました。ちょっと大人の雰囲気がありました。 

  

 

 左は校舎の周りを整備している様子です。4 年生で栽培（アグリカルチャー）コースを選択

している学生たちが，校舎の周りの植木を入れ替えています。親指を立てた元気な男性は先生

です。右は街中をパレードする車の飾り付けをする学生たちです。テーマは「海の環境保護」

です。飾り付けはもちろん，車の運転も学生たちがします。 

 

 

 こちらは木材加工（コンストラクション）を選択している学生たちの作品です。バベルダオ

ブ島にたくさんあるマホガニーという木を加工して，高級家具を作っています。オークション

にかけられ，最終日にその売り上げ金が発表されます。作業場には大型機材や塗料などが完備

されているので，海外で売り出せば 10万円以上の値段がつくものばかりです。 

 

 この 4日間は街中のパレードに始まり，研究発表会やスポーツ大会，さらには学園祭のよう

なイベントまでありました。パラオ高校のイベントも，学生や先生たちが楽しむという雰囲気

がいっぱいでした。 
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 これは何の写真かわかりますか？両サイドの男女ペアから 1 年，2 年，3 年，4 年の学生た

ちです。それぞれの男女のペアがこの 1年間にどのような活動をしたのか，その成果は何であ

ったのかを友達が発表します。その成果を表彰するとともに，代表のペア「ミスター&ミス・

パラオハイスクール」を決めるイベントです。審査員は先生たちと学生たちの両方です。 

 男女の美を競うコンテストではありませんが，見ていて楽しく観客である学生たちから大き

な拍手やエールが送られていました。発表を聞いた先生や学生たちはスマートフォンを使って

投票するので，投票結果がすぐに集計されます。 

 

 3 日目のスポーツ大会は「アサヒ・キュウジョウ」でのソフトボール大会でした。昨年は卓

球やバスケットボールなどもありましたが，国立体育館が改装中なのでありませんでした。 

 

 最終日は「日本・パラオ友好橋（KB ブリッジ）」の公園が会場でした。この橋はコロール

島とバベルダオブ島を結ぶ橋を日本が再建したものです。橋のたもとが広い公園になってい

て，大きなイベントができるようになっています。 

 

 

 この日の午前中は焼き鳥やバーベキューのランチ作り，ココナッツの皮むき競技，学生たち

のライブ演奏などでした。午後は 4日間のまとめ(閉会式)でした。 

 



 

 左はココナッツの皮むき競技です。ココナッツを先が尖った杭に突き刺して皮をむきます。

むき終わるまでの時間を競います。だいたい 2分程度でむき終えます。左の赤い Tシャツの審

査員が校長先生です。右はココナッツを自分で割って中の白い果肉を削り取る競技です。今で

もパラオの人はこのような手作業で果肉を取り出して料理に使います。 

 

終りに 

 私はバベルダオブ島のそのほかの小学校も回り

ましたが，どの学校でも先生たちが楽しんでいる

という印象を強く受けました。先生と生徒，学生

たちとの人間関係が良好で温かい雰囲気も感じま

した。 

 

 近年はパラオの文化や伝統が日常生活では薄れ

てきています。パラオの人々はアメリカ合衆国か

ら物資だけでなく，映画や音楽，生活様式までも抵抗感なく受け入れています。その一方で大

人たちが，伝統料理や言語，歴史を子どもたちに伝えていこうとしている姿にも感銘を受けま

した。 


